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Ϩ．ࡵࡌࡣ 

ᅜのスࢠⰼ⢊の有率は 38.8%とスࢠⰼ

⢊対⟇はᅜⓗなㄢ㢟となっており，ⰼ⢊

という♫ၥ㢟をゎỴするため，ᨻᗓとしても

ⰼ⢊対⟇に取り組ࢇでおり（ᨻᗓᗈ報࢜ンࣛ

ン 2023），発生※対⟇としてはձⰼ⢊を㣕

ᩓさࡏるスࢠேᕤ林➼のఆ᥇・用，ղⰼ⢊の

少ない苗木による植᭰えやᗈⴥ樹のᑟ入，ճⰼ

⢊の発生をᢚえる技術の実用を㐍めている

（石川県 2021）。石川県でもⰼ⢊の少ないスࢠ

（以ୗ，少ⰼ⢊スࢠ）苗木の植᭰えによるⰼ

⢊対⟇も行っている。植᭰え用の少ⰼ⢊スࢠ

の苗木生産のためには，Ᏻᐃⓗな種Ꮚ生産も重

要㡯の㸯つである。石川県では少ⰼ⢊スࢠရ

種のミࣗࢳࢽア᥇種ᅬをᩚഛし，10 ᖺ生以ୗの

ẕ樹にࣜࣞ࣋ࢪンฎ理を行い，雄ⰼ，㞤ⰼを着

ⰼさࡏ，にேᕤ配を行っている。しかし，

少ⰼ⢊スࢠは平ᖺでは雄ⰼをく着けないかご

くわずかしか着けず，ⰼ⢊㣕ᩓ量の多いᖺでも

ほとࢇどⰼ⢊を出さないရ種（林野庁 2023）≉

性のため，ᚑ᮶の精英樹のࣜࣞ࣋ࢪンฎ理方法

では雄ⰼの着ⰼ量にᖺによるࡤらつきがあり，

Ᏻᐃⓗにかつຠ率ⓗにேᕤ配を行うためのⰼ

⢊を᥇集することが行えず，種Ꮚ生産にもၥ㢟

が生じている。石川県でのᚑ᮶の精英樹᥇種ᅬ

では，100ppm のࣜࣞ࣋ࢪン水⁐ᾮのⴥ㠃ᩓᕸを

7 ᭶中᪪と 7 ᭶ୗ᪪に行っていたが，このスケ

ア᥇種ᅬの少ⰼ⢊スࣗࢳࢽーࣝで行ったミࣗࢪ

。の雄ⰼ着ⰼ量は༑ศな量がᚓられなかったࢠ

᪤Ꮡの研究では雄ⰼは 6 ᭶，㞤ⰼは 8 ᭶㡭のฎ

理で多くㄏ引されるഴ向があるとゝわれている

（ᶫワ 1962）が，地ᇦやရ種，ᖺで␗なるよう

である（田中 2021）。 

そこで，石川県産少ⰼ⢊スࢠရ種にあったᏳ

ᐃⓗかつຠ率ⓗに着ⰼさࡏる方法を確❧さࡏる

ために，ࣜࣞ࣋ࢪンฎ理の時ᮇとᅇ数について

検ウしたので，その結果について報告する。 

 ϩ．᪉ἲ 

౪試木は石川県⩚㒆ᚿ㈡⏫ⅆᡴ㇂地༊にあ

る石川県⥳センターのミࣗࢳࢽア᥇種ᅬに植

栽している少ⰼ⢊スࢠ（Ἑ北 4 ྕ，㔠ἑ⨫ 101

ྕ）と低ⰼ⢊スࢠ（㬅⮳ 2 ྕ）のうࡕ，前ᖺᗘ

にࣜࣞ࣋ࢪンฎ理を実していない 65 本（う

Ἑ北ࡕ �ྕは 25本，㔠ἑ⨫ 101ྕは 29本，㬅⮳

2 ྕは 11 本）である。ࣜࣞ࣋ࢪンฎ理は 100ppm

のࣜࣞ࣋ࢪン水⁐ᾮをື力ᘧᄇ㟝ᶵによりẕ樹

యにᩓᕸした。ᩓᕸ量はⴥから⁐ᾮがりⴠ

る⛬ᗘとし，௧和ࡕ 5 ᖺ 6 ᭶ 5 日，6 ᭶ 16 日，

6 ᭶ 26 日，7 ᭶ 3 日，7 ᭶ 21 日，8 ᭶ 2 日の㢼

のᙅいᬕኳの日に行った。なお，ฎ理のᅇ数と

ฎ理日および本数は表-1 のとおりである。また，

着ⰼ量についてはྛẕ樹に着ⰼした㞤雄ⰼが

枝のఱの枝についているかを㞤雄ูに┠どで

ุ᩿した。樹高と⬚高┤径ついては，着ⰼ後に

 ᱰ࣏ーࣝとࢪࢹタࣝノࢠスまたは林ᑻで ᐃ

した。 

表-1. ࣥࣜࣞ࣋ࢪฎ⌮ࡢᅇᩘ㸪ᮇࡧࡼ࠾ᮏᩘ 
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Ϫ．結果ࡧࡼ࠾⪃ᐹ 

ンฎ理を行ったẕ樹の大きさは，平ࣜࣞ࣋ࢪ 

均樹高 340.0cm，平均⬚高┤径 4.4cmであった。

なお，ミࣗࢳࢽア᥇種ᅬのため᩿ᖿしているẕ

樹は 2本，樹高が 120cmᮍ‶のẕ樹は 2本あり，

᩿ᖿしたẕ樹の樹高と樹高が 120cm ᮍ‶のẕ樹

の⬚高┤径はࢹータから除外している。ࣞ࣋ࢪ

ࣜンฎ理の時ᮇとᅇ数の違いによるྛ着ⰼ合

についてはᅗ��～4 に♧す。1 ᅇᩓᕸの౪試木は

㠀常に本数が少ないが，ᖺのような結果は見ら

れなかった。௧和 �ᖺの結果はᩓᕸ時ᮇが㐜くな

るにつれて着ⰼ量がῶ少し，雄ⰼの合も低い

ഴ向が見られた（小 2023）。少ⰼ⢊ရ種は元々

雄ⰼがほとࢇど着かないရ種であるため，雄ⰼ

の着ⰼഴ向は༢⣧でないとも考えられる。ᖺ

ンฎ理を行わなかった低ⰼ⢊ရ種であࣜࣞ࣋ࢪ

る㬅⮳ 2 ྕについては，㸯ᅇᩓᕸの雄ⰼの合

が㠀常に高く，≉に 6 ᭶ୗ᪪から 7 ᭶上᪪が高

いことから，低ⰼ⢊と少ⰼ⢊では雄ⰼの着ⰼに

違う≉ᚩがあるとᛮわれる。 

」数ᅇ行った場合，ᅇ数がቑえると㞤ⰼの着

ⰼ量はቑえた。」数ᅇのฎ理は少ⰼ⢊であるἙ

北 4 ྕと㔠ἑ⨫ 101 ྕでしか行っていないが，

今ᅇのฎ理では 2 ᅇᩓᕸも 3 ᅇᩓᕸも雄ⰼの

合が低くなり，㞤ⰼの合が㠀常に高くなった。

また 3 ᅇᩓᕸの時ᮇの᪩い，㐜いという影響は

見られなかった。ᖺの 2 ᅇᩓᕸの場合は雄ⰼ

の合も㞤ⰼとさほどኚわらなかったが，3 ᅇ

ᩓᕸの場合は，雄ⰼの合が低くなり，㞤ⰼの

合が㠀常に高く，㔠ἑ⨫ 101 ྕではそのഴ向

が㢧ⴭにみられた（小 2023）。今ᅇは 2 ᅇᩓ

ᕸと㸱ᅇᩓᕸや㸱ᅇᩓᕸの時ᮇによる差は見ら

れず，ရ種≉性も見られなかった。 

今ᅇのฎ理数もᖺ同ᵝ，㐺ṇな時ᮇとᅇ数

をỴᐃするには㠀常に少ないฎ理本数であるが，

᪩い時ᮇのࣜࣞ࣋ࢪンฎ理は雄ⰼをㄏ引し，㐜

い時ᮇのฎ理は㞤ⰼをㄏ引するᚑ᮶の研究結果

（ᶫワ 1962）と␗なり，㸯ᅇᩓᕸにおいてฎ理

時ᮇが雄ⰼ着ⰼಁ㐍に与える影響は小さかった。

これは着ⰼ≉性はᖺによって␗なる結果（田中

2021）と同じで，ࣜࣞ࣋ࢪンฎ理の時ᮇも大

であるが，そのᖺのẼ㇟᮲௳も重要になってく

るためである。௧和 5 ᖺ 6 ᭶～8 ᭶の北㝣地方

のẼ㇟≉ᚩは，6 ᭶はᬮかい‵った空Ẽがὶれ

㎸みやすかったことからᱵ㞵前⥺の影響は大き

く，かなりの高 で多㞵であったが日照時㛫は

平ᖺ୪みであった。7 ᭶上中᪪はᱵ㞵前⥺の影

響をཷけたがୗ᪪はᬕれの日が⥆き，かなりの

高 ，㝆水量は平ᖺ୪み，かなりの多照であっ

た。 8 ᭶はኴ平ὒ高Ẽᅽに覆われᬕれの日が⥆

き，かなりの高 ，㝆水量はかなり少なく，かな

りの多照であった（新₲地方Ẽ㇟ྎ 2023）。こ

のように㸵᭶ୗ᪪から 8 ᭶のかなりの高 ，少

㞵と多照が着ⰼに影響を与えたと考えられる。

結果をỴᐃ࡙ける౪試本数とᅇ数ではないが，

௧和 4，5 ᖺのࣜࣞ࣋ࢪンฎ理結果とẼ㇟᮲௳

をࡩまえると，」数ᅇのฎ理は㞤ⰼの着ⰼ合

をቑやすことはゝえるであࢁう。今後もࣞ࣋ࢪ

ࣜンのฎ理する時ᮇとᅇ数による着ⰼ≉性をそ

のᖺのẼೃ᮲௳とともにゎ᫂し，ຠ率の良い種

Ꮚ生産方法を検ウしていく必要がある。 
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